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あらまし 心理学者 Seligmanらが提唱するポジティブ心理学において，毎晩その日の幸せな出来事を 3つ記録するこ

とによって幸福度の向上と抑うつ度の低下が起こるという研究が報告されている．しかし，日常生活で幸せな出来事

を覚え記録することは容易では無い．そこで，幸せな出来事を推薦することで，経験する幸せの回数を増やし，幸福

度向上，抑うつ度の低下を狙えるのではないかと考えた．本稿ではユーザの感じた幸せの情報を蓄積し，この情報を

使用してユーザが幸せな体験ができそうな場所をマップ上で示すことが可能な幸せ推薦マップの開発に向けた取り組

みについて説明する．
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1. は じ め に

心理学者 Seligman らが提唱するポジティブ心理学 [3] にお

いて，毎晩その日の幸せな出来事を 3つ記録することによって

幸福度の向上と抑うつ度の低下が起こるという研究が報告され

ている．この研究に関して，関沢らの研究 [5]で日本人被験者

による実験を用いて，同様の結果が報告されている．しかし，

自尊心の低い人やうつ病の人は普段の生活の中で幸せな出来事

を自覚することは容易ではない．また，近年日本ではうつ病患

者数が増加の一途を辿っている．図 1は厚生労働省が公開して

いる患者調査 [2]の結果で，うつ病患者数の推移を示している．

調査が開始された平成 8年から平成 29年で 3倍ほどになって

いる．これらから，幸せな出来事を推薦することで，経験する

幸せの回数を増やし，幸福度の向上，抑うつ度の低下を狙える

のではないかと考えた．

幸せの瞬間を収集しデータベース化する試みとして Asaiら

が公開している HappyDB [1] がある．これは欧米人の幸せな

瞬間をクラウドソーシングにより約 10万件のテキストデータ

を収集したものであり，人々がどのような瞬間に幸せを感じる

のかを分析する上で貴重なデータである．そこで本稿では，こ

の HappyDB とユーザが投稿する日頃の幸せな出来事の記録

に基づき，ユーザが幸せな体験ができそうなスポットをマップ

上に示すことが可能な，幸せ推薦マップの開発に向けた取り組

みについて説明する．提案手法では，HappyDBとユーザが体

験した幸せな出来事に基づき，ユーザの幸せ情報を記録した

HappyRec Tableを新たに作成する．さらに，この HappyRec

Tableと引き続きユーザが登録する幸せ情報，OpenStreetMap

のスポット情報を用いて，ユーザが幸せな体験ができそうな場

所をマップ上に表示してユーザに推薦することを目指している．

本稿の構成は以下の通りである．2章では関連研究を紹介す

る．3章では本稿で提案するシステムの概要を，新たに作成す

る HappyRec Tableの説明を交えて解説する．4章では今後の

図 1 うつ病 (躁鬱病含む) 患者数の推移 (日本国内)

実験計画を説明し，最後に 5章でまとめを記述する．

2. 関 連 研 究

本稿で提案するシステムでは日頃経験する幸せの回数を増

やし，幸福度の向上と抑うつ度の低下を目指している．これは

Seligmanらが提唱するポジティブ心理学 [3]で，毎晩その日の

幸せな出来事を 3つ，その理由とともに書くことによって幸福

度の向上と抑うつ度の低下が起き，この効果の継続性を報告し

ている [4]ことから着想した．また，Seligmanらの実験に関し

て，関沢ら [5]は日本人の被験者で同様の実験を行い，幸福度

が向上すると報告している．これらから，幸せな体験ができそ

うな場所を推薦することは，日頃の幸せを経験する回数を増や

すことにつながり，幸福度向上に有用であると考える．

また，ユーザの感情を重視した情報推薦技術の研究として，

Querciaらの研究 [6]が存在する．この研究はソーシャルデータ

（Flickerのメタ付き情報）を使用し，最短経路ではなく，ユー

ザが静かで，美しく，幸せに感じるであろうルートを推薦する

というものである．しかし，この研究では，美しさ，静かさな



図 2 HappyRec:幸せ推薦マップの概要

どの全てのユーザに当てはまる感情をもとに推薦を行っている．

本稿で提案する手法では，ユーザそれぞれに特化した推薦が可

能になると考えられる．

これ以外にも，Yin らの研究 [7] では，位置情報に注目した

推薦システムを提案している．この研究では，ユーザの活動履

歴を用いて，ユーザの興味のあることを抽出し，これをもとに

イベントや場所の推薦を行っている．また，ユーザの興味だけ

ではなく，ユーザにとって新しい都市を推薦する際は，その場

所特有のイベントや場所を考慮することによって推薦の精度向

上を図っている．この研究ではユーザの行動履歴から興味のあ

るものを推薦しているが，本稿で提案する手法ではユーザの幸

せ体験の情報を用いるため新しいと考えられる．

3. HappyRec:幸せ推薦マップ

本章では，ユーザが幸せな体験ができそうな場所を示した幸せ

推薦マップの概要を解説し，構築方法，利用方法について説明す

る．主に使用するものは，Asaiらが公開しているHappyDB [1]，

本稿で新たに作成する HappyRec Table，OpenStreetMap の

地理情報，ユーザの日頃の幸せ情報である．

図 2に提案システムの概要を示し，これを用いてシステムの

概要を説明する．図中の左のユーザは今回幸せを体験できる場

所を推薦されるユーザとする．その他のユーザは，今回推薦対

象ではないシステム利用ユーザである．

提案システムでは，利用ユーザが日頃感じる幸せを日記感

覚でシステムに投稿する．システムは投稿された幸せ情報を

形態素解析し，特徴語の単語を 3.1 節で説明する HappyRec

Tableに登録する．図 2では推薦されるユーザ，その他のユー

ザがシステムに日頃の幸せな出来事を投稿している．その後，

HappyRec Tableに登録された幸せ情報から，協調フィルタリ

ングを用いてユーザが幸せに感じる単語を抽出する．この際，十

分に HappyRec Tableのデータが無いとコールドスタート問題

表 1 HappyRec Table

userid cat dog cafe play …

001 2 4 1 0 …

002 2 0 1 1 …

003 4 3 1 4 …

： ： ： ： ： …

Suzuki 0 3 2 5 …

： ： ： ： ： …

が考えられるため，AsaiらのHappyDBを使用して予め構築し

ておく．単語の抽出が完了したら，その単語とOpenStreetMap

を使用して幸せな体験ができそうな場所を抽出し，マップに示

すことでユーザに推薦を行っている．

3.1 節で HappyDB を用いた HappyRec Table の構築方法，

3.2節でユーザによる幸せ情報の記録方法，3.3節で幸せな体験

ができる場所の推薦方法について説明する．

3. 1 HappyRec Tableの構築

提案システムで使用する HappyRec Tableの構築方法を説明

する．最初に書いた通り，提案システムでは HappyRec Table

を用いて協調フィルタリンで新しい幸せ情報の推薦を試みる．

そのため，実際の利用ユーザの情報のみで構築した場合，新たな

幸せ情報をユーザに推薦することが困難になるコールドスター

ト問題が生じることが考えられる．このため，予め HappyRec

Tableに一定量の幸せ情報を登録しておく必要があると考えて

いる．今回はAsaiらの公開している HappyDB [1]を使用する．

HappyDBはクラウドソーシングによって集められた欧米人

の幸せな瞬間を説明したテキストデータから構成されている．

データは約 1万人から集められ，全部で約 10万の文章が記録

されている．文章ごとに，その文章の幸せな出来事が，記録さ

れた時間から 24時間以内のものか，3ヶ月以内のものかといっ

た情報も付いている．

HappyRec Tableの構築には HappyDBに入っている 24時



図 3 HappyRec Table の構築例

間以内の幸せについて説明した文章を全て使用する．直近 3ヵ

月以内の幸せについてのデータではなく，24 時間以内のもの

のみを使用した理由は，直近 3ヵ月以内の幸せとして記入され

ているものは，ユーザにとって忘れない大きなことであり，直

近 24時間以内の幸せに関しては，その日の出来事であり，毎

日起きる小さな幸せも記録していると考えたためだ．今回は利

用シーンが日頃の幸せを記録するというものであり，起きた当

日に記録してもらうことを想定しているため，直近 24時間以

内のものに絞った．HappyDB には 24 時間以内の幸せについ

て説明した文章は 49,831件存在する．

次に HappyRec Tableについて説明する．HappyRec Table

の例を表 1に示す．これは，ユーザの識別 IDとユーザが投稿し

た幸せの単語ごとの出現回数を記録したデータであり，表 1の

時は，ユーザ 001の幸せ記録に catが 2回，dogが 4回，cafe

が 1回出現し，playは出現していないことを示している．

構築方法としては，HappyDB の直近 24 時間以内の幸せを

記録したテキストデータを文章ごとに，Roseら [9]の論文のア

ルゴリズムを実装している Pythonのライブラリである rake-

nltk [10]を使用して特徴語を抽出する．抽出した特徴語を更に

形態素解析し，この単語の出現回数とユーザの識別 IDを使用

して HappyRec Tableを作成する．

図 3に HappyRec Tableの構築例を示す．HappyDBに記録

されたユーザ 002の幸せテキストが図中の 3文章である時，そ

れぞれの文章から rake-nltkを用いて特徴語を抽出し，その特

徴語を形態素解析する．図 3の場合，catが 2回，cafeが 1回，

playが 1回となっている．このような方法で抽出された特徴語

の単語を登録することで HappyRec Tableの構築を行う．

3. 2 幸せ情報の投稿方法

3.1節で説明した HappyRec Tableに実際の利用ユーザの幸

せ情報を記録する方法を説明する．

幸せ情報を記録するために，専用のアプリケーションとして

幸せ日記を考えている．図 4にユーザによる幸せ情報登録方法

の概要を示す．

幸せの登録の際は，テキストでの記録を考えている．将来的

には幸せを感じた瞬間の写真を投稿することで記録することも

検討している．

今回はテキストでの投稿について説明する．ユーザは日頃

図 4 ユーザの幸せ情報登録の概要

感じた幸せを，Seligman らの毎晩幸せを記録するワークに従

い，毎晩寝る前にその日あった幸せな出来事を思い出してもら

い，スマホのアプリから日記感覚で記録をしてもらう．投稿さ

れた文章は 3.1節で説明した HappyRec Tableの構築と同じ方

法で HappyRec Table に記録される．最初に投稿された文章

を rake-nltkを用いて特徴語を抽出し，その後特徴後を形態素

解析し，この単語の出現回数とユーザの識別 IDを HappyRec

Tableに登録する．この際，既に同じユーザで記録がある場合は

そのデータに加算する形で更新を行う．図 4の場合は，Tanaka

さんの投稿で playが 1回出現するため，HappyRec Tableの

Tanakaの列の playのみ 1になり，他は 0になっている．

また，将来的にはテキストでの記録だけではなく，画像で記

録できるようにすることで，気軽に記録を行えるようにしたい

とも考えている．具体的にはGoogle Vision APIなどを使用し

て画像に写っている物の情報を抽出することで使用可能だと考

えている．

3. 3 幸せな体験のできる場所推薦

3.1 節，3.2 節で作成した HappyRec Table を用いて，ユー

ザが幸せな体験ができそうな場所の推薦方法について説明する．

推薦には一部，協調フィルタリングを用いる．具体的な方法

は図 5を用いて説明する．図中のユーザ IDが 001～002のデー

タは HappyRec Table 構築時に使用した HappyDB のユーザ

であり，Suzuki は実際の利用ユーザで，今回幸せな体験ので

きる場所を推薦されるユーザとする．Suzuki が既に記録して

いる単語のみを使用した推薦では，新しい幸せの推薦ができ

ないため過去に記録したことのない幸せも推薦可能にするた

めに協調フィルタリングを使用する．推薦されるユーザである

Suzukiと類似度の高いユーザの幸せ情報の中から，Suzukiに

存在しない項目を新たに Suzukiが幸せに感じる可能性が高い

として，既に記録された単語に追加して推薦を行う．この作業

には Pythonのライブラリである Surprise [11]を使用する．

以上の過程では，HappyRec Tableを用いてユーザが幸せに

感じるであろう単語の推薦までを行った．次に，この幸せに感

じるであろう単語と OpenStreetMapを使用した幸せ推薦マッ



図 5 幸せ単語の抽出方法

プの作成方法を説明する．

ユーザの現在地付近のスポットを OpenStreetMapから複数

箇所選ぶ．OpenStreetMapにはスポットごとにその場所の情報

が記録されているため，その情報をスポットごとに，spaCy [12]

という Pythonのライブラリを用いてベクトル化する．同様に

ユーザの幸せに感じるであろう単語をベクトル化する．この

際，全ての単語のベクトルの合計を求め，1つのベクトルにし，

これをユーザの幸せベクトルとする．幸せベクトルと周辺のス

ポットごとのベクトルとの間でコサイン類似度を求め，類似度

の高いスポット上位数件をユーザが幸せに感じる場所として，

マップ上に表示して推薦を行う．

4. 実 験 計 画

今後は 3 章で説明したシステムの検証を行うために実験を

計画している．今回の実験で検証することは 2つある．1つ目

は Seligmanの毎晩 3つの幸せを記録することによって幸福度

が向上する [4]ということの検証である．そのために，被験者

には毎晩本稿で提案するシステムにその日の幸せな出来事を記

録してもらう．その結果，幸福度が向上するかをアンケート調

査で検証する．2つ目は本稿で提案するシステムが推薦するス

ポットが実際に幸せな体験ができるかの検証だ．ユーザが記録

した日頃の幸せ情報を基にスポットを推薦し，アンケート調査

と nDCGを用いて検証する．

実験は被験者 30人程度，期間は 2週間で計画している．ま

ず最初に推薦に使用するスポットの選定を行う．今回の実験で

は，京都市内の観光地を 20箇所選び使用する．

最初に被験者に推薦対象スポットを幸せに感じるかのアン

ケートを取る．それぞれのスポットに対して 10段階で評価し

てもらう．これによって，被験者ごとでスポットの幸せランキ

ングを作成する．これを今回の提案システムで求めたい正解の

ランキングとする．

次に，Seligmanの実験の検証のために，簡易気分調査票 [8]

に回答してもらう．これは関沢らの研究でも使用されたThomas

& Diener(1990)の Brief，Momentary mood Checklistsを日

本語訳して作成された調査票である．これに回答してもらうこ

とによって，幸せの記録を行う前と後での幸福度の変化を確認

する．

次に，被験者に 1週間毎晩その日にあった幸せを LINE Bot

に対して送ってもらう．投稿された文章は 3章で説明したHap-

pyRec Tableに記録を行い，幸せスポットの推薦に使用する．

1週間の幸せ記録が終了したら再度，簡易気分調査票に回答

してもらう．これによって，1週間毎晩幸せを記録することに

よって幸福度が向上するかの確認を行う．また，記録された幸

せ情報と最初に選定した推薦対象の 20スポットを使用して，3

章で説明した方法で 20 スポットの幸せランキングを求める．

このランキングと最初に被験者にアンケートを行い作成したラ

ンキングから nDCGを求め，どの程度精度が高いかを確認し，

有用性を確かめる予定だ．

5. お わ り に

本稿では，ユーザが幸せな体験ができそうな場所をマップ上

に示し推薦する幸せ推薦マップの開発方法を説明し，今後行う

予定の実験について説明した．また，提案システムの関連研究

を調べ，本システムの新規性を確認した．

今後は，本稿で書いた実験を行い，システムの有用性を確認

する予定だ．
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